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大管長会メッセージ

「汝 も し忠 実 に して 』

第一副 管長

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

〆

150無謹 誌 繕 二墨貿く親で意 離箸難
最近，私は教義 と聖約第25章 を読み直すように という導きを受けました。

ご型 叫 うに・ この章 は・予言者ジョセフを通 してエマに与 えられた啓示
〆ですε教会設立後間 もない1830年7月 ，ペンシルベニア州ハーモニーでこの

啓示は与 えられました。

先 日，私はひとりの女性か ら失意に満ちた手紙 を受 け取 りました。それに

は7一これまで何 をしようとしても，ほとん どうまくいったためしがない と書

かれていました。そして，彼女 はこう問いかけていました。「神は私に何 を

期待 しておられるのでしょうか。」

神が この女性 をはじめ とす るすべての女性 に，そして実際 にはあらゆる

人々に，何を期待 してお られ るのか，その答 えが， この美 しい啓示の中で明

らかにされています。 この啓示の中に書かれている主のみ言葉 を読み返 しな

が ら，教会の姉妹たちに対する私の考 えを述べてみたい と思います。

主は，エマに向かい，そして私たち一人一人 に向かい，次のように言われ

ました。
こころ つ なんじ あと

「わが意 に就 きて，今 汝に一つの啓示 を与 う。汝 もし忠実 にしてわが前に
ふ い の ち おい

徳の道を履 まば，われ汝の生命 を保ちシオ ンに於て一つのゆず りを与 えん。」

(2節)

「汝 もし忠実にしてわが前 に徳の道 を履 まば」 とあ ります。 この聖句 をテ

ーマに取 り上 げるだけで も随分長い話がで きそうですが，今 は簡単 に触れ る

だけにしておきます。

おんな

エマは『選ばれし婦』と呼ばれました。

つまり，『主が選びたもう者」

であったということです。

教会の姉妹たち一人一人も

『選ばれし婦』です。

回復されたイエス ・キリス トの

福膏にあずかる者として，

この世から選び出された

人だからです。
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広い意味で，私たちは各々，全能 の神が与えて くださ
かぎ

る祝福の鍵を握っている， と言 うことができます。 もし

祝福が欲 しければ，それに見合 う代価を支払 う必要があ

ります。その代価のひとつは忠実であることです。何に

対 して忠実でなければならないので しょうか。 自分自身，

すなわち自分の内に存在する最 も優れたものに対 して忠

実でなければならないのです。いかなる女性 といえども，
いや

自分 を過小評価 したり，自己を卑 しめた り， 自分の能力

や才能 を軽んじた りすることがあってはなりません。 自

分の内に秘められた，神か ら与 えられている偉大な属性

に忠実であっていただきたいのです。福音に忠実に， ま

た教会 に忠実 に生活 しましょう。私たちの周囲には，教

会の評価を落 とし，初期 の指導者たちの弱点 を捜し，教

会のプログラムの粗捜 しをし，教会 を批判 しようとする

人がいます。私は心から証 します。 この業は神のみ業で

あ り，それを批判する人は神 を批判することになるので

す。

神に忠実になって ください。神 こそ，皆 さんの力の真

の源であり，天の御父なのです。神 は生 きてお られ，祈

りを聞 き，祈 りにこたえて くださいます。その神に忠実

になろうではありませんか。

続いて主 はエマに，「わが前に徳の道 を履 まば」 と言

われ ました。

末 日聖徒の女性な ら， この言葉の意味はよく理解 して

いることと思います。エマ ・スミスに，ひいては私たち

全員に与 えられたこの聖句は，神の王国で受け継 ぎを得

たいと望む人が守 るべ き条件を教 えているのではないで

しょうか。徳の欠如は，神 の戒めに従順であることとは

まった く相反することです。徳以上に麗 しい ものはあり

ません。徳の力 ほど偉大な力 もあ りません。 また，徳を

備えた高潔さに匹敵するものもあ りません。そして，私

たちに とって徳 ほどふさわ しい特質 も，また魅力的な装

いもほかには見当たらないのです。

興味深いことに， この啓示の中で主は条件付 きの偉大

な約束をエマに与えて，次のように言っておられます。
ゆる おんな

「汝の罪赦 されたれば，汝はわが召 したる選 ばれ し婦な

り。」(3節)私 は，恵み深い御父か ら赦 しの賜が与 えら

れていることに心から感謝 しています。主は，悔 い改め

て赦される人々について，予言者イザヤを通 じて次のよ
ひ

うに言われ ました。「た といあなたがたの罪 は緋のよう

くれない

であっても，雪のように白 くなるのだ。 紅の ように赤

くて も，羊の毛のようになるのだ。」(イ ザヤ1：18)

これまでの人生で重大な過ちを犯 して嘆 き悲 しんでい

る人がいるか もしれません。私 はそのような人々に確信

をもって申しあげます。古代 と現代の啓示の中で約束 さ

れているとお り，悔 い改めのあるところには赦 しもあ り

ます。過去に犯 した悲 しい過ちにいつまで もとらわれて
めい

いることはありません。それ よりも，「神の命 に従 って

生 き」 るのです。(ア ルマ37二47)

エマは 「選ばれし婦」 と呼ばれました。 これは別の聖

句を使 って表現すれば，「主が選びた もう者」で あった

とい うことです。(モ ロナイ7：31)皆 さん一人一人が

「選 ばれし婦」です。回復 されたイエス ・キリス トの福

音にあずか る者 として， この世 の中か ら選び出された人

だからです。皆 さんが，自分の選びを確かな ものとし，

それにふさわしい生活をするならば，主 は皆さんを誇 り

に思い，大いに高めて くださるでしょう。

主 はさらにエマに向かい， こう言われました。「汝が

見ざ りし物に就 きてはつぶや くことなかれ。」(4節)こ

の 「見ざりし物」 とは，夫が翻訳 していた金版のことで，

当時エマは筆記者 として働いていましたが，ジョセフが

金版 を見せて くれない ことに明 らかに不満 を抱いていま

した。そのため，主 はエマにこう言われたのです。「つ

ぶやいてはな らない。不平 を言ってはならない。私の永

遠の知恵から出たことを受け入れ，不満 を言ってはなら

ない。」教会 の中には，自分 に神権が与 えられないこと

に対 して不満を持つ女性がわずかなが ら存在 します。そ

のような女性には，主はこう言われるのではないで しょ
つ

うか。「汝が受 けざ りし物 に就 きてはつぶや くことなか

れ。」

これは主のみ業です。金版を人に見せてはならないと

いう規則 を定めたのはジョセフではあ りません。ジョセ

フは，主か らそう指示 を受けたのです。同様 に，だれに

神権が授 けられるのかということについても，その規則

を定めたのは私たちではありません。 このみ業を管理 し

てお られる主が定められたのです。その定めを変えるこ

とができるお方は，主以外にはお られないのです。

この同じ啓示の中でエマは特別な召しを受けました。
しもべ

それ は 「汝 の夫 なるわが僕 ジ ョセ フ ・ス ミス(二 代 目)を ，
もつ

苦難 の時に慰 めの言葉を以て優 しき心 にていたわ る」

聖徒の道/ig92年3月 号
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(5節)と いう召 しです。

これは興味深い言葉です。エマはジョセフの妻であり，

伴侶であ り，苦難の ときには支えでした。慰めの言葉を

もってやさしい心でいたわることこそ，彼女の務 めなの

です。

この啓示 は，妻であるすべての女性が家庭の中で語る

言葉 も，同じようにや さしいものでなければならない，

というチャレンジではないで しょうか。いにしえの人は

「柔 らかい答は憤 りを とどめ」る(箴 言15：1)と 言 って

います。 この啓示の中で，主がやさしい心で慰めの言葉

を語るようにと言われたことに，私は特別の感慨 を覚え

ています。

多 くの家庭では，言い争いが よく見 られます。争 いは

破壊的で，人 の心 をむ しばんでいきます。争いは，結局

の ところ苦 しみと心痛 と涙 を生むだけです。家庭の中に

緊張や摩擦，苦難があるときには，やさしい心で慰 めの

言葉 をもって語るのです。私たち一人一人 にとって，な

んとすばらしい勧告で しょうか。
あんしゆ

エマ は また， ジ ョセ フの手 によって按手 聖任(任 命)さ
と

れ，「聖 典 を釈 き明 し， わが 『み た ま』 に よ りて受 くる

エマは，真理と義について教えるよう求められました。

さらに福音を研究 し，同時に，自分の人生の舞台である

この世のことについても

学んでいくよう求められたのです。

この教えは，この教会の女性すべてに当てはまります。

所に従い教会員に熱心 に説 き勧 〔める〕」(7節)こ とに

なりました。

エマは教師 となり，真理 と義 について教えるよう求め

られたのです。主はこの召 しについてさらに次のように

言われ ました。「汝 は聖霊を受け，汝の時 は記録するこ
ついや

とと教 えを多 く学ぶ こととに費 さるべし。」(8節)

エマは福音 を研究 し，同時 に，自分の人生の舞台であ

るこの世 のことについて も学んでい くよう求められたの

です。そしてこの教えは，その後与えられた，すべての

人 に適用され る数々の啓示の中で も明らかにされていま

す。，エマは 「多 く学ぶ」ために時間を費や し，自分の思

いを記録 にとどめるようにと言われたのです。

現代の女性の皆さんに も，私 は，年齢 にかかわ りな く，

記録をつけるようお勧めしたい と思います。 日記を書 き，

自分の思いを文書にして残 していただきたいのです。物

を書 くことは厳 しい訓練です。たゆまぬ努力を続 けて初

めて身につ くものです。皆さんの経験や思い出を書 き止

めていけば， これか ら後，様々な面でそこか ら恩恵を受

け，また皆さんの家族 をはじめとする多 くの人の人生に

祝福をもた らすことになるで しょう。

この啓示の中でエマは，「『みたま』 によりて受 くる所

に従い教会員に熱心に説 き勧むべし」(7節)と 命 じられ

ています。

エマをはじめこの教会のすべての女性 には，なん と特

別 な責任が与えられていることでしょうか。学び，備え，

思いを整理し，聖典 を釈 き明かし，聖霊の導 きのままに，

善 き業を行 なうように説 き勧める責任があるのです。

主はさらに続 けて こう言われました。「またまことに

われ汝に告 ぐ，汝 はこの世 の事 をさしおきて， この世に

勝 る世のことを求 めよ。」(10節)

ここでは，主がエマに，住む場所や食卓に載せる食べ

物や衣服な どに関心を持ってはならないと言われている

わけではあ りません。現代で も多 くの人がこうした物の

とりこになっていますが，主が言わんとされたのは， こ

うした物 に心を悩 ませてはならない ということです。む

しろ，生命 にかかわるもっ と高い次元の問題，正義や善，

人への愛や思いや り，永遠の事柄 に，心 を砕かなければ

ならないと教えてお られるのです。

エマは教会の賛美歌集 を編集するよう命 じられますが，

この勧告が教会の設立後わずか3カ 月で与 えられたこと
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エマは教会の賛美歌集を編集するよう命じられました。

賛美歌を歌うときには，

主が 『心の歌は，われの悦びなり。

然り，義しき者の歌はわれに対する祈りなり。

彼らの頭に祝福を与えてその応えとなさん』

と言われたことを心に留めましょう。

は注目に値 します。 この召 しに関連 して，主は，現在私

たちが頻繁に引用する有名な聖句 を残 されました。「す
よろこ しか ただ

べて心の歌は，われの悦びなり。然 り，義 しき者 の歌 は
こうべ こた

われに対す る祈 りなり。彼 らの頭に祝福 を与えてその応

えとなさん。」(12節)
ゆえ

主 はさらに続 けてこう言われました。「この故 に汝の

心 をはげまして喜 び，汝 のな したる誓約 を固 く守 るべ

し。」(13節)

主は私たち一人一人 に，幸福な生活 を送るようにと言

っておられるのではないで しょうか。 この福音 は喜びの

お とずれです。福音の教 えがあればこそ，私たちは喜ん

でいられるのです。 もちろん悲しいときもあるで しょう。

心配 し，不安 に思 うこともあるでしょう。心に悩みを持

たない人はいません。 しか し，主が 「心 をはげまして喜

び」なさいと言われたのです。私たちがお会いした人々

の中には，女性 も含めて，決 して太陽の光を見 ることな

く，ただひたすらに黒雲に覆われた嵐の中を歩み続けて

いるのではないか と思われるような人 も，数多 くい まし

た。幸福 な態度 をはぐくんで ください。楽天的な心を養

って ください。信仰をもって歩み，自然 の美 しさや，皆

さんの愛す る人々のやさしさに喜びを見いだし，神につ

ける事柄について心に抱いている証を味わって ください。
いまし

「たえず優 しき心をもち，たかぶ りを警めよ。」(14節)

これも同 じ啓示の中で言われている言葉です。私たち一

人一人 にとって も実 に意味の深い言葉です。
いましめ

「たえずわが誠命 を守れ，さらば汝義の冠を受 けん。」

(15節)こ れはエマ ・ヘイル ・ス ミスに与 えられた主の約

束です。 これはまた，皆さん一人一人 に与えられた主の

約束で もあります。幸福 は戒めを守 ることにかかってい

ます。末 日聖徒 の女性 にとって， こうした戒めを破った

ときにもたらされるものは，悲嘆 しかあり得 ません。戒

めを守る人には皆，冠が約束 されています。神の娘に与

えられる女王の冠，義 と永遠の真理の冠が授 けられ るの

です。

主はこの啓示の結びの言葉 として，「これすなわち，

すべての人に語 るわが声なり」(16節)と 言われました。

したがって， このとき与えられた主の勧告は，私たちす

べてに当てはまることになります。

私 は，162年 前 に与えられたこの偉大な啓示の言葉を，

皆 さん一人一人 に託 します。 この啓示 は，与 えられた当

じ ぎ

時 と同じように，今で も時宜にかなった勧告です。皆 さ

んが， この啓示 を読んで深 く考 えて くださるよう願 って

います。

愛す る姉妹の皆 さんの上 に神の祝福があ りますように。

私たちが称賛 してやまないかわいい少女の皆さんにも，

またすばらしい将来を夢見る美 しい若い女性の皆 さんに

も，未婚で ときどき孤独 を感 じてはいても，決 して主か

ら忘れ られているわけではない皆 さんにも，そして，子

供 を育てるという責任を担 って努力している皆 さんにも，

夫を亡 くし，あるいは離婚 した皆 さんにも，さらに私た

ちが心から愛 し，敬い，誇 りに思う美 しい年配の女性 の

皆 さんにも，神の祝福がありますように。神の娘 として

永遠の福音 の光の祝福にあずかっている皆 さんが，さら

に神の祝福 を受 けて，正 しい望みを抱 き，心に平安 を得

て，喜びの日々を送ることができますようお祈 りしてい

ます。□

ホーム テ ィーチ ャーへの提案

1.主 が1830年 にエマ ・スミスに与えられた勧告は，

あ らゆる姉妹たちに当てはまる。

2.い かなる女性 といえども，自分を過小評価 したり，

自己を卑 しめた り，自分の能力や才能を軽 んじた りする

ことがあってはならない。自分の内に秘め られた，神か

ら与えられている偉大な属性に忠実でなければならない。

3.教 会の姉妹たちは皆 「選ばれ し婦」である。回復

されたイエス ・キ リス トの福音 にあずかる者 として， こ

の世の中か ら選び出された人たちである。姉妹たちが自

分の選びを確かな ものとし，それにふ さわ しい生活をす

るならば，主はそのような人々を誇 りに思い，大いに高

めて くださる。

4.主 は， この教会のすべての女性に，特別な責任を

与えられた。その責任 とは，学び，備え，思いを整理 し，

聖典を釈 き明かし，聖霊 の導 きのままに，善 き業 を行な

うように説 き勧めることである。

5.幸 福な態度をはぐくみ，楽天的な心を養 うこと，

また，信仰をもって歩み，自然の美 しさや，愛する人々

のや さしさに喜びを見いだし，神につける事柄 について

心に抱いている証 を味わう必要があるg

聖徒の道/1992年3月 号
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セシー ル ・ペ ル ー

インドでの愛と友情

テ ィエ リー ・クルー シー

フ
ランスのパ リステーキ部，セルジー ・ポントワー

ズ支部 に所属するセシール ・ペルー姉妹 は，ディ

オール，カルダン， リッチなどといった，パ リの一流 フ

ァッションデザイナーの会社で20年 以上 も働いています。

そこで世界中の裕福な女性のための洋服 をデザインし，

作 っているのです。

しか しこの上品で精力的な女性は，1986年 からはその

華やかな職業を， まったく違 うある仕事をする手段 とし

て利用 しています。彼女は毎年1年 のうちの3カ 月間を，

インドの貧 しい人々のために費や してい ます。貧 しい子

供たちを救 うためにカルカ ッタ郊外の貧困地や，ベ ンガ

ルにある施設で，親切な地元の人々 と協力 しなが ら働い

ているのです。そのためにフランスの友人たちか らの寄
ささ

付 と個人の蓄えすべてを捧げています。

「す る ことが 山ほ どあ るの はわかっ てい ました」

セシールが末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会を知ったの

は，1974年 に旅行でアメ リカ合衆国を訪れたときの こと

でした。たまたまテンプルスクウェアに立ち寄 り，タバ

ナクル合唱団のコンサー トに足を運 んだのです。「非常

に感動しました」 と彼女は述べています。同行 していた

旅行者たちに，合唱団のコンサー トが今回の旅行で1番

よかった， と後で話 した極どです。

数カ月たって，フランスの自宅 に宣教師が戸別訪問に

やって来 ました。セシールは初めは興味がありませんで

したが，ひ とりの長老がソル トレークシティーか ら来た

ことを伝 えると，そこでの経験 を思い出し，あの合唱団

がある教会か ら来たのか と尋ねました。長老がそうだと

答えると，セシールは宣教師たちを中に招 き入れ，メッ

セージを聞いたのです。それから数カ月して，1975年 に

セシールはバプテスマを受 けました。

11年後の1986年7月 に，セシールは初めてインドを訪

れ ました。「隣人に助 けの手 を差 し伸べようとい う考 え

で，休暇を利用してカルカッタに出かけました。私が携

えて行 ったもの といえば，応急手当ての免状 とスーツケ

ースいっぱいの薬品，それ に善意だけで した」 と彼女は

言います。イン ドの様子については，本で読んだり話 を

聞いた りしていたので，「することが山ほ どあるのはわ

かっていました。」

そこで彼女が見つけた仕事 は，カルカッタの老人や赤

ん坊，障害のある子供たちを助 けることでした。「一生

懸命 に，忙 しく働 く機会 に恵まれました。貧困者のため

の施設で，洋服やシーツの煮沸 と洗濯，食事の準備，病

聖徒 の道/1992年3月 号
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マー ビン ・K・ ガー ドナ ー

キ
リサ ンタ ・ファンは，家族や フ

ィリピンの故郷マヤン トックを

離れて働 く気持ちなど， まった くあ り

ませんでした。 しかしダ数人 の友人 は

サウジアラビアに行 って子供 を世話す

る仕事に応募 していました。友達 は，

もしその仕事 に採用 されると，多額の

お金が手 に入 り，家 に送金することが

できると言いました。当時25歳 のキ リ

サンタは雇われないだ ろうと思いなが

ら応募 しました。 ところが，1カ 月後，

サウジアラビアの王子が彼女を採用 し

た とい う通知 を受け取ったのです。

王子の秘書が彼女の ところにやって

来たときも， キリサ ンタはサウジアラ

ビアに行 きた くあ りませんでした。そ

の秘書には彼女がなぜためらっている

のか理解で きませんで した。

「王家 で働 くことは特権 です よ」 と

彼 は言いました。

「私 はフィ リピンで幸 せですか ら
，

行 きた くありません」 と彼女は答えま

した。

「なぜですか。あなたは ここで何 を

して働いているのですか。」

「工場 で働 いています。で も，それ

で幸せです。」

「もっ と高い給料 が欲 しくないので

家から離れるにつれ，

キリサンタの不安は募りました。
「王子の下で働くというのに，

見ず知らずのフィリピン人の女性を

雇うなんて信じられないわ。』

すか。」

「はい。これ以上のお金 は要 りませ

ん。私 は幸せですか ら。」

秘書 は王子がキ リサンタを選び，ほ

か にはだれ も採用 されなかった ことを

強調 しました。そして，彼女のパスポ

ー トもすでに用意 してありました。キ

リサンタは非常に重荷 に感 じなが らも，

ついにサウジアラビアヘ行 くことに同

意 し，間 もな く機上の人 とな りました。

しかし，家か ら遠ざか るにつれ，キ

リサンタの不安 は募 り， これ は悪い冗

談で はないか とも思 いました。「王子

の下で働 くとい うのに，見ず知 らずの

フィリピン人の女性を雇 うなんて信 じ

られないわ」 と思 ったのです。

宮殿 のような王子の邸宅 に連れて行

かれて，キ リサ ンタは非常に驚 きまし

た。そのような富豪ぶ りを考 えたこと

もなかったのです。そこで王子の妻の

ひ とりである美 しい19歳 の王女 と2歳

の娘に会い ました。その娘を世話す る

ことになっていたのです。

その子供はアラビア語 しか話 しませ

んで した。「どうやってあなたの娘 と

話 した らよいのですか。私はアラビア

語 は話せ ません。」キ リサ ンタは英語

で王女に尋ねました。

王女の返事 は 「それでは勉強 して く

ださい」で した。 キ リサンタは大学 を

卒業 してい ましたが，教師に付いてア

ラビア語 を一か ら勉強 し始めました。

キ リサンタは3カ 月でアラビア語を上

手 に話せ るようにな り，王子か ら，娘

にアラビア語 と英語 を教 えるよう依頼

され ました。娘の養育だけでな く教師

として も働 くことで，キ リサンタの給

料 は上が りました。

キリサンタが新 しい生活になじむの

にそ う長 くはかか りませ んで した。

「私 は王女 になった気分で した
。王子

の子供 を教え，世話 をする以外のこと，

つま り洗濯， アイロンかけ，料理 など

は一切 する必要がなかったのです」 と

彼女 は言 っています。運転手付 きの豪

華 な車 もあてがわれ ました。ぜいた く

な料理を食べ，王子 と妻 たち，子供た

ち， ほかの世話係 たち と長いテーブル

を囲む こともよ くあ りました。王子の

娘の勉強の進み具合いや成長 について，

王子 とはほとんど毎 日のように話しま

した。

キ リサンタは高い給料 をもらい， フ

ィリピンの家族 に送金 しました。つま

しい生活 をしていた家族 の生活 は豊か

にな り， キリサンタは自分のためにお

金を使 うことも覚 えました。新 しい ド

レス，高価な宝石 といったぜいた くな

物を手に入れるようになったのです。

「欲 しい物 は何 で も買 いましたが
，安

物には見向きもしませんでした」 とキ

リサンタは言っています。

3年 後，キ リサ ンタは1カ 月問の休

暇 を取ってフィリピンに帰 りました。

両親 とふた りの妹が教会に改宗 したこ

とを知 ったのはその時です。そしてキ

リサンタ も宣教師の話 を聞 くことに同

意 しました。 しか し，4回 レッス ンを

受 けた後で， もうこれ以上話を聞 くつ

もりはない と断わ りました。何 の興味

も感 じられなかったか らです。「ぜ い

た くな生活 のために私 は霊的な生活 の
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必要性を感 じなかったので しょう」 と

彼女 は言い ます。 しかし，ある理 由で

モルモン経 と教会 のパンフレッ トをサ

ウジアラビアに持 って行 くことにしま

した。

キ リサンタがサウジアラビアに再入

国しようとした時のことです。空港職

員が彼女のバ ッグの中にモルモ ン経 を

見つけ，その本 を国内に持ち込むのは

違法である と言 いました。「私 はパ ス

ポー トに付いてい る手紙 を見せ ました。

その手紙には私が望 む物 は何でも持 っ

て帰 ることができると書いてあったの

です。」職員が王子 に電話 を した とこ

ろ，王子 はキリサンタ と話す ことを望

みました。

「その本 はあなたにとって本 当に大

切な物 なのですか」 と王子は尋ねまし

た。 キリサ ンタが 「そのとお りです」

と答 えると，王子は許可 を与 えました。

その夜キ リサ ンタはモルモン経 を読

み始 め，宣教師がい くつかの節に印 を

つけて くれていたのに気づ きました。

特 に，モロナイ書第10章4節 と5節 に

心が引かれました。「ようや く興味が

わいてきました。そして今 まで読 んだ

ことを理解するには神様 に尋ねなけれ

ばならないことを知 り，私 は祈 りまし

た。その本 を読 むべ きであると毎朝感

じ，毎 日読む時間 を作 りました。そし

てモルモン経を読む ことで自分 の霊が

高められていることがはっきりわかっ

たのです。自分が神様 により近づ き，

生活 に変化が起 きていることが。」

キ リサンタは高鳴 る思いで，家 に手

紙を送 り，自分の証が強 くなっている

と告げました。キ リサンタの家族 は，

自分たちの家庭の夕べの様子や，賛美

歌 と家族一人一人の証 を録音 して送 っ

て くれ ました。キ リサンタは両親 の証

に特 に感動 しました。「父 と母 の証 は

私の霊 を高 めて くれました。私 は涙が

止 まりませんでした」 と彼女は言って

い ます。

福音についてもっ と知 りた くな り，

1年 もしない うちに再び帰国 した くな

りました。 しかし，王女はキリサ ンタ

が休暇 を取 ったばか りであ り， さらに

3年 間 はサウジアラビアに滞在す る約

束であることを持ち出して，願 いを聞

き入れて くれ ませんでした。

「そこで
，今度 は帰国の許可 を出 し

て くれるよう，王子に泣いて頼みまし

た。王子はついに，1週 間以内に戻 る

ことを条件 に，帰国 を許 して くれまし

た。約束 どお りに戻 るとい うしるしに

着替 えを4着 だけ持ち，サウジアラビ

アで手に入れたほかの新 しい服 と持ち

物 はすべて置 いていかなければな りま

せんで した。」

フィリピンに戻ったキ リサンタは再

び宣教師 と会 い，次 のように言 いまし

た。「以前 は興 味が持 て ませ んで した

が，モルモ ン経 を読 んで， 自分が変わ

ったことに気がっ きました。」

2回 目に宣教師 に会 った とき，キ リ

サ ンタは祈 るように言 われ ま した。

「私 は心 に温かい ものを感 じ
，涙 が出

てしばらくは祈 りを続 けることがで き

ませんで した。私 は自分のすべての罪

を痛切 に感 じ，モルモン経を読んで以

来知った幸せな気持ちを改めて理解 し

たのです。自分は本当に天父の娘であ

り，天父 にとって重要な存在 なのだと

強 く感 じました。 そして祈 りの後，す

ぐにバプテスマ を受 けたいと宣教師 に

申 し出ました。」

「いいえ姉妹， もう少 しレッスンを

続けましょう。」宣教師 は答 えました。

それか ら数 日後の1988年4月9日 ，キ

リサンタはバプテスマ を受 けました。

そのときか らキ リサ ンタはサウジア

ラビアでのぜいた くな生活 に興味 を失

って しまい ました。「私 はフィリピン
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で何かをしなければならない と感 じま

した。 ここにい るにつれて， ます ます

幸せな気持ちが増 すのです。現世だけ

でな く来世での生活 の大切 さを知った

か らで しょう。家族が大切であること

もわか りました。すべてに神様 のこと

を優先 し，神様 に仕えなければならな

い ことも。」彼女は言っています。

「もうひ とつわかった ことは
，い く

らお金があって も幸せにはなれない と

いうことです。サ ウジアラビアで私は

あらゆるぜいた くを味わい ました。教

会 に改宗 してか ら，そういった ことに

は価値がないとわかったのです。それ

らは私 にとって無 に等 しいもので した。

教会で行な うすべての ことは私が持 っ

ていた どんな物に も勝る喜びを与 えて

くれ ます。ですから私はそういった物

を犠牲 にしなければな らなかったので

す。」

2，3日 後，王子がサウジアラビァ

か ら電話 をして きました。子供がキ リ

サンタを待っているのです ぐ戻 ってほ

しい というのです。

「休暇 を延ば していただ きたいので

すが」とキリサ ンタは王子に言いました。

「私たち は君 に戻 ってほ しい
。子供

も君 に戻 って来て もらいたが ってい

る」 と王子 は言いました。

「私 もご息女 に会 えな くて寂 しいで

す し，仕事 も欲 しいのですが， ここフ

ィリピンでなすべ き仕事があるように

感 じるのです」 と彼女は言いました。

「何の仕事ですか
。」王子 は尋ね ました。

キリサ ンタは教会の宣教師 として奉

仕 したいので2年 間 はサウジアラビァ

に戻れない と話 しました。王子 は彼女

の思いが真剣 なのを知って，彼女 との

契約 を解除 しました。「もし2年 後 に

あなたが望むならば，サウジアラビア

に戻 って来て もいいが，王女はそれま

で待てないだろう」と王子は言いました。



専任宣教師になる準備をしている間，

キリサンタ(右から3番 目)は

ステーキ部宣教師として働いた。

宣教師の 「準備の日」に

ほかのステーキ部亘教師や

専任宣教師と昼食を取るキリサンタ。

1カ 月後，キ リサンタは王子が別 の

養育係 を雇ったという手紙 を受 け取 り

ました。 キリサンタはその人 と数回文

通 し，王子の娘 について情報 を交換 し

ました。「幼 い王女 は，いつ私が戻 っ

て くるかいつ も聞いて くるんですよ」

とキ リサンタは言っています。

フィリピンでキ リサ ンタは初等協会

の教師や会長 として， またステーキ部

宣教師 として召 しを果たしました。 そ

して，伝道資金を得 るために銀行 で働

き、ました。「前 に私が使 って しまった

お金 を取 り戻す ことがで きればいいの

ですが。実に多 くのお金 を持 っていた

のに。私 はどうかしていました。本当

に常識 を無 くしていたのです。」

バプテスマ を受 けてちょうど1年 後，

キ リサンタはマニラ神殿でエンダウメ

ン トを受 けま した。その2カ 月後 の

1990年6月 に宣教師の召 しを受け，母

国フィリピンで伝道 しています。'

人 々 は彼女がなぜ伝道のために多 く

のことを犠牲にす るのか と尋ねます。

「この方が以前 よ りずっ と幸 せだか ら

です」 と彼女は答 えています。

「伝 道 って そん な にい い もので す
〆

か。」

「はい
， とて もす ば ら しい こ とで

す。」

伝道後は どうするつ もりなのでしょ

うか。

「私 は天父がお命 じにな る所 な らど

こへでも行 きたいと思 っています。 も

し再 びサウジアラビアに行 く道が与 え

られるな ら，それが天父の望 まれてい

ることなのです。」

しかし，彼女 にもどうなるかわか り
ぜい

ません。「私 は以前 にはあ らゆる贅 を

尽 くした生活をしていました。私がお

金をた くさん持 っていた時 は，神様 の

ことを知 りませんでした。イエス ・キ

リス トの ことも知 りませんで した。私

の望みは，欲 しい ものをすべて手に入

れることで した。でもそういった もの

は重要ではあ りません。 もっ と大切で

価値のあるものに気づいたのです。

今私は簡素 な生活 を望んでいます。

そして天父に仕 えたい と思ってい ます。

天父 に愛 されたいです し，天父 をもっ

と愛 したいのです。」□
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フ イデ ンシ ア ・ガ ル シア ・デ ・口八 ス

メキシコの教会 に

捧げた生涯

アーグスティン ・口八ス ・サントス

備　 義
『槍
、騰 灘

獄麟 鐙

1989年6月25日 ，メキシコシティーか ら約50キ ロ南方

にあるテカルコにステーキ部 が組織 されるに当た り，

2，500人以上 のメキシコの聖徒が集 まりました。メキシ

コにおける100番 目のステーキ部で した。この新 しいス

テーキ部の教会員の中には，メキシコで最高齢の末 日聖

徒である106歳 のフィデンシア ・ガルシア ・デ ・ロハ ス

姉妹がいました。 フィデンシア姉妹の88年 間の信仰生活

の間に，メキシコにおける教会 はまたひとつ，歴史的に

重要な時点を通過 したのです。

それか ら1カ 月半後にフィデンシア姉妹は亡 くな りま

した。テカルコステーキ部のフェルペ ・ヘルナンデス ・

ルイスステーキ部長 は次のように述べ ました。「姉妹の

葬儀 に参列 し，私たちはメキシコの教会の先駆者である
ま

方の死 という，歴史の1ぺ 一ジが閉 じられる瞬間を目の

当た りにしているのです。」

フィデンシア姉妹 は1889年 か ら1901年 ごろに末 日聖徒

イエス ・キリス ト教会に集 うようにな りました。 この期

間に教会 はメキシコ伝道部 を閉鎖 したため，メキシコの

教会の指導者たちは教会本部か らの指示をほ とんど受け

ることができな くな り，結果 として多 くの支部が教会 の

標準的な教義やその実践から逸脱 して しまったのです。

こうした時期にフィデンシア姉妹 と当時はまだ教会員で

はなかった彼女の家族 はテカルコ支部 に集 うようにな り

ました。

伝道再開後，1901年 にアンモン ・M・ テニー長老が支

部再建 のためにテカルコに到着した とき，支部の指導者

であったフリアン ・ロハス兄弟は，初 め指導権を渡すの

に難色を示 しましたが，最後 には従い ました。そして，

8月18日 にはテニー長老の手により，ロハス兄弟 をはじ

めとする75人 に改めてバプテスマが施 されました。1カ

月後，テニー長老 はフィデンシア と彼女の両親，祖父母

にバプテスマを施 しました。その日以来，彼女はその生
ささ

涯 を主に捧 げてきたのです。

テカルコ支部が教会本部 と連絡を取れるようになって

か らた くさんの人が教会 に加わるようになった， とフィ

デンシア姉妹は当時を回想 していました。やがて最初の

専任宣教師が赴任 して くると， フィデンシア姉妹 と両親

は宣教師が住めるように，部屋 をひとつ増築 しました。

教会員が増えて くると，フィデンシア姉妹 は教会員や宣

教師 と一緒になって，教会堂の建設用地を購入するため

に熱心 に働 きました。姉妹はまた近 くのオスンバで伝道

す る宣教師たちに部屋や衣類，食物 などを提供 しました。

姉妹 自身 もメキシコの伝道本部で働 きました。

伝道本部で働いていたとき，フィデンシア姉妹 はアメ
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リカ人の宣教師から賛美歌 を英語 とスペイン語で学びま

した。姉妹は後に有名なテカル コ合唱団に加わ り，亡 く

なる数年前までこの合唱団で歌い続けました。

1910年 ，メキシコは革命の動乱期 に入 りました。その

革命は何回かの休戦 をはさんで1930年 代 まで続いたので

す。1913年 の8月 になると，アメリカ人宣教師はメキシ

コから引き揚げなければならず，メキシコの教会の指導

者たちは再び取 り残 されてしまいました。しか しそのこ

ろには教会の基盤がしっか りで きていたため，革命 はメ

キシコの聖徒たちが教会 を管理 していくうえでの大 きな

妨げとはな りませんで した。 この状態は4年 以上続 きま

した。

とはいえ1936年 ，フィデンシア姉妹はメキシコの教会

における大 きな分裂 を目にしました。「第三協議会」 と

名乗る一団の教会員が，メキシコの末 日聖徒たちから離

れていったのです。

しかし1942年 に，メキシコ伝道部長 として召 しを受け

たばか りのアーウェル ・L・ ピアース兄弟が両者の誤解

を解 くための努力 を始めました。そして1946年 には，8

代目の大管長であるジョージ ・アルバー ト・スミス長老

の管理の下で，メキシコシティーで再統一 を図るための

集会が開かれ ました。 この集会 によって1，200人以上 の

第三協議会の会員が教会に戻 りました。フィデンシア姉

妹 もこの集会に参加 し， さらに自宅でスミス大管長 と話

もしました。 しかも，大管長のテカルコ訪問の際，最初

に訪れたのは彼女の家でした。

フィデンシア姉妹が年齢 を重ねるにつれ，メキシコの

教会にとって重要な出来事が次々 と起 こるようにな りま

した。何年にもわたって，姉妹は家族やほかの教会員た

ちと共にア リゾナ神殿 に幾度 とな く足を運び，姉妹 自身

と家族のために神殿 の儀式 を受けました。1972年 には，

メキシコシティーで開かれた地域大会に参加 しました。

そして1983年 にはメキシコシティー神殿の献堂式にも出

席 しています。 これらの年月の問，姉妹は家庭で も，伝

道活動や教会の責任 の面でも献身的に働 き，次のふたつ

は特 に重大な意味 を持つようになったのです。

初等協会の教師 をしていたフィデンシア姉妹は，物語，

特 に旧約聖書の物語 を通 して子供たちを教 えることが と

ても好 きでした。彼女は毎 日聖典 を読み，生徒たちにも

聖典 を愛す るように教えました。 また，末 日の教会のす

べての予言者の生涯 に関する史実や物語 を子供たちに語

って聞かせました。こうして初等協会の教師 として教え

た子供たちの中には，自分 自身の孫 も多 くいたのです。

またフィデンシア姉妹 は，訪問教師 として40年 間ずっ

と100パ ーセン ト訪問 しました。1978年2月 ， この功績

に対 して扶助協会および伝道主任から賞が贈 られ，姉妹

の奉仕 と慈善に対 して感謝の意が表 され ました。

フィデンシア姉妹の子孫 はもっと偉大な功績を心に留

めています。すなわち5世 代 にわたる家族 を教会 に導い

たとい うことです。最初の夫のアーニセ ト・ロハス兄弟

は， テカルコ支部の初期の指導者であったフリアン ・ロ

ハス兄弟の息子で，ふたりは6人 の子供に恵まれました。

そのうちのふたりは今 も健在で，子供や孫 もいます。ま

た，2番 目の夫のマニュエル ・ローサス兄弟 との間にも

3人 の子供 を授か りました。

フィデンシア姉妹 はふたりの夫よ り長生 きして，た く

さんの孫やひ孫が伝道に出るのを見届 けました。姉妹の

子孫の多 くはメキシコの末 日聖徒の指導者 として忠実な

奉仕 を続けています。

姉妹 の家族 にとって 「フィデンシアおばあちゃん」が

残 して くれた最 も貴重な贈 り物 はイエス ・キ リス トの福

音でした。 フィデンシア姉妹 を知る人々にとっても彼女
けんそん

の長年にわたる謙遜な奉仕はほぼ1世 紀をかけて築かれ

た遺産 となっています。 この1世 紀の問にメキシコの教

会員たちは困難 と闘って克服 し，繁栄 に至ったのです。

□

*ア ー グス テ ィ ン ・ロハ ス ・サ ン トス兄 弟一 メ キ シ コ， イ ス タ

パ ラパ ス テ ー キ 部 ク オ ウ テ モ ッ ク ワ ー ド部 副 監 督。 フ ィデ ン シ

ア ・ガル シ ア ・デ ・ロハ ス姉 妹 の ひ孫 に 当 た る。
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の

ず

は

神

供

ま

形

必

に

も

子

始

行

。
上

女

に

に

進

か

地

も

単

約

在

う

の

男

は

誓

現

よ

こ

は

れ

の

う

騨

究

篇

惣

劉

款

初
…羅
声
灌

て
え
ち
に
灘

鑓

灘

熱
欝

聴
纏
まド麟

繊

靴
鰻

鍵
灘

欝
購

鞍

磯
難
対
鉾
燃
墾

縫

欝

馬
胱
寒

℃
咄
櫃
．鳴舖

風
蒲

繋

総

繊

灘
醗
懸

瓢
灘
篇

か

族

だ

き

つ

輝

つ

い

探

高

缶

音

。
貞

叫

机
禁

窺

欝

舘

慰

惚

㌃

な
え
の
し
き
を
る
な
よ
蓼

潔

福

）

館

鼎

舗

擁

稀

協

霧

灘

難

蠕

鱗
剛
繍

蹴
捕

鍬

惣

職

鈴

難

藁

財
汚
鰐

声
あ
く
な
族
つ

み
問
え
葉
呼

押
幟
主
と
愛
」

るいてしき書落に壁たまへたつ一ニヨジみ

場の練訓のめたる入に国王の栄光の日

与

い

に

き

ち

大

た

も

私

り

に

よ

め

業

た

職

る

の

せ

ど

さ

の

揮

世

発

，

を

は

能

一任

機

責

の

と

そ

由

て

自

い

る

築

い

を

て

庭

れ

家

らえ

か

ん

な

人

み

き

何

も

で

，
で

は

が

「

数

対

丸

姫

き

で

ん

て

う

こ

し

よ

ら

還

喝

か

帰

し

い

に

て

悪

々

っ

が

次

ず

頭

ら

き

は

か

弓

私

旅

だ

「

の

ま

ｄ

野

を

よ

荒

み

る

が

や

て

朝
子
つ
が
る
か
基
，
さ
れ
の
つ
繭

鍍

漱
濾

彫
講

垢
供
倣
喉
繍

勤
影

埆

、鷲
饗

の

は

な

号鱗響輔聖



む

む

り

天

え

そ

さ

と

な

，
ず

祈

こ

よ

め

す

も

，
力

な

日
、

が

す

わ

動

と

よ

ど

決

い

，
の

が

教

。

，
夢

と

と

は

の

き

食

戒

で

る

い

努

ん

，

身

で

に

運

こ

に

，
に

て

せ

る

人

う

う

く

の

の

つ

る

人

べ

朝

，
ず

あ

補

，
ど

も

。
自

要

然

と

す

き

し

易

し

か

さ

一

よ

よ

さ

ち

も

立

す

個

る

は

も

は

値

を

て

。
え

す

ち

肝

自

事

ば

導

析

容

致

つ

だ

人

る

し

小

た

た

に

り

と

れ

と

り

る

価

ン

し

か

さ

で

た

が

も

食

伸

の

分

を

一

い

く

難
難
蟻
灘
徽
　騰
驚
難
鍵

よ

ス

う

の

状

活

し

う

は

う

の

で

が

な

な

教

け

は

吸

糸

め

に

の

柄

，
ん

の

た

し

題

危

に

り

い

こ

力

生

に

よ

位

そ

日

族

み

要

は

，
助

で

呼

る

た

態

常

事

入

せ

常

ま

も

問

い

と

キ

と

ら

細

の

う

の

順

。
１

家

歯

重

で

し

る

の

の

織

く

状

日

な

参

ま

日

，

。
り

な

こ

と

」

か

に

々

よ

こ

先

す

が

，
に

が

務

う

き

る

ち

を

い

の

な

的

殿

り

，
け

す

よ

い

る

父

る

れ

ら

日

る

優

で

り

と

ち

方

義

よ

生

な

た

布

て

良

う

世

神

な

ら

退

ま

に

て

た

る

，
し

く

に

私

う

し

最

よ

の

，
ば

た

を

り

感

い

供

え

は

で

良

う

，
い

持

を

の

こ

究

れ

し

れ

な

霊

づ

子

教

べ

る

り

よ

も

と

維

霊

ど

。
研

け

定

ど

に

は

気

，
を

夕

れ

よ

む

験

庭

を

と

，
す

の

な

設

，
う

主

だ

で

と

の

さ

が

組

経

家

庭

体

に

で

典

し

を

い

よ

，
ま

切

こ

庭

な

ち

り

な

の

家

肉

め

ず

聖

先

標

な

る

ば

が

大

る

家

見

た

取

い

栄

い

や

た

は

，
優

目

行

き

ら

ち

。

も

守

た

と

供

て

さ

光

聖

い

の

る

り

，
て

を

で

な

た

す

り

を

ま

の

子

し

さ

の

思

そ

か

祈

を

つ

れ

断

る

私

で

ち

可

け

き

ぶ

き

に

は

う

た

る

だ

で

学

生

敬

の

よ

私

な

う

は

を

て

不

る

る

に

に

通

と

か

つ

，
べ

え

か

民

に

こ

い

従

論

学

従

確

た

会

る

よ

に

口

，

に

盟
騰
繋
欝
畷

家の序秩

℃々様もさき大の家喝０ん住賎庭家の栄光の日

役

に

け

ち

ビ

る

と

光

Ｑ
復

ス

と

５３

備

４

い

う

遠

が

る

高

上

ど

つ

た

の

が

主

の

す

回

リ

る

：

，

，
し

ど

永

ち

い

り

。

，
な

り

私

栄

上

び

日

ま

が

キ

あ

４

た

３

わ

は

，
た

て

よ

ん

日

ま

め

も

り

を

混

こ

，
光

い

よ

，
え

音

る

で

」

べ

週

さ

に

で

私

し

，
せ

は

向

縛

で

動

に

し

の

舞

お

は

言

福

け

め

史

述

，
ふ

む

中

し

足

て

ま

は

ん

の

気

と

業

の

上

対

日

く

夫

庭

も

，
お

た

歴

が

し

に

住

の

も

満

つ

り

で

せ

成

病

り

は

あ

負

ま

れ

き

ん

な

し

職

場

地

に

，
高

。
家

と

は

に

る

会

ス

か

む

に

庭

。
に

あ

あ

代

ま

達

が

よ

に

で

も

り

す

と

そ

い

ま

の

市

ば

の

事

天

す

く

場

ス

年

え

教

ミ

し

住

共

家

す

庭

で

て

現

り

の

供

ん

日

庭

て

な

て

で

。
に

み

か

，
わ

な

仕

，
で

築

の

ミ

千

備

σ

ス

。
に

と

。
で

家

け

し

に

あ

そ

子

ど

な

家

き

ば

つ

中

う

ず

て

ほ

者

言

態

の

ら

の

て

練

ス

福

を

。

・

す

共

主

す

の

の

だ

決

特

は

，
え

が

ん

の

で

れ

も

の

よ

れ

て

。
費

，
状

国

か

る

え

訓

・

，
民

す

フ

ま

と

い

で

ぶ

栄

法

は

，
で

り

と

空

そ

栄

ん

け

を

活

し

忘

立

す

消

て

る

天

す

き

携

の

フ

は

に

ま

セ

り

主

救

庭

学

の

律

と

で

易

あ

た

て

。
光

挑

な

福

生

で

を

を

ま

，
れ

い

は

で

で

を

国

セ

の

治

い

ヨ

あ

い

。
家

を

星

の

こ

世

容

で

。
し

す

の

を

め

祝

の

る

点

標

え

主

さ

て

め

ス

が

手

王

ヨ

た

統

て

ジ

は

救

ん

，
と

た

栄

る

の

は

切

す

そ

で

日

い

留

の

々

あ

視

目

言

株

限

れ

務

ネ

と

に

の

ジ

れ

の

つ

は

性

は

せ

は

こ

ち

の

な

こ

の

大

で

，
も

は

戦

に

主

日

も

の

な

と

や

制

ら

の

ジ

こ

共

栄

さ

ト

言

に

能

で

ま

場

る

満

星

に

る

が

要

も

て

標

て

心

と

と

遠

か

　

せ

と

必

て

い

目

し

を

力

す

ご

永

ま

作

さ

ご

が

く

て

の

集

と

努

、で

る

，
大

を

現

る

力

悪

げ

ち

結

こ

の

の

れ

そ

，
庭

実

知

努

が

焦

た

が

う

善

い

が

こ

ず

家

を

に

ぬ

子

が

私

力

い

最

な

し

に

ま

な

庭

確

ま

調

菜

，
勢

と

の

が

ひ

め

。
う

家

明

ゆ

の

野

て

の

，
身

ず

ち

た

ん

よ

の

を

た

レ

の

え

み

い

自

は

打

る

せ

の

，
イ

食

据

や

な

ち

る

に

え

ま

国

栄

標

胱

相

附

汁

汐

灘

記

鷹

枇

財

蝋

嚇

切

灰

。
失

失

き

ば

。

，

。
た

で

曇

目

，
る

ん

兜
は

と

れ

う

，
り

け

せ

ば

に

な

け

よ

号鰍弊輔聖

、｛

鞘

・、



罰

、

ρ

む

徽
端
糺
牌
頒
附

艸
絹
隊
徴
吐
錫
淋
略

撚
諺
瘍
唄
鴛

乱
舷
砒
鵡
匠
沫
聯
楠
腱
饗
朝

渓
駄
禰
℃
ほ
つい

。
頑
も
莇
赴
胱
乙
識
榊
島
勤
齢
蜘
詑
栃

鯉
偲
鴛
就
肱
凝
甜
ユ
勲
舷
％

囲
繋
器
鑑
棚
離
罐
鰹
織
際
綴
獄
論
憲
蒲
鷲
飛
禦

り

究

い

画

計

た

め

り

た

む

。

た

る

，

　　羅
驚
黙
糠
織
～聯
難
撚
　窯

築

た

，
を

か

み

の

面

の

と

う

む

れ

点

を

な

私

が

。

。

。
で

楽

終

基

が

現

士

働

い

面

た

に

あ

，・
，

建

し

て

ン

家

は

ど

図

す

こ

い

望

く

い

き

け

，
ち

た

す

た

ち

く

，

，
な

て

計

に

と

表

し

ち

も

に

め

や

ま

け

一

た

ら

ほ

で

わ

る

と

の

で

な

導

が

は

た

し

で

し

た

し

く

き

か

げ

設

命

る

は

で

た

と

ち

と

一

し

つ

ロ

し

か

る

ち

表

り

か

ち

ん

ば

と

い

に

人

ま

の

で

分

ら

長

で

ず

曲

。
懸

張

く

し

私

こ

う

ま

ナ

り

見

の

学

一

れ

た

に

借

き

た

組

及

け

思

中

う

い

う

ん

自

ば

に

が

わ

を

た

も

を

多

返

，
ぐ

る

を

イ

た

を

入

見

ダ

ら

分

面

を

べ

私

り

も

助

ば

の

言

も

言

せ

は

す

常

場

，
想

し

日

床

，
り

が

仰

す

物

ザ

し

地

購

た

ル

め

自

図

手

る

，
取

え

も

し

者

と

人

と

ま

築

は

非

足

に

理

ま

る

，
が

繰

す

を

う

荷

デ

学

敷

地

ま

オ

収

は

を

の

あ

り

に

考

中

ば

業

い

る

」

り

建

中

。

，
う

は

り

来

り

た

の

で

け

こ

。

，
フ

に

初

想

士

う

お

的

の

築

し

設

な

す

だ

あ

で

築

た

が

よ

に

あ

も

た

し

事

の

助

う

た

な

見

の

敷

名

を

件

。
、誌

は

箱

最

構

計

ど

て

欲

ち

建

は

建

た

告

単

は

こ

建

し

た

う

き

も

日

て

ま

仕

た

の

そ

し

ま

し

い

と

と

る

立

り

な

し

家

ま

著

家

条

た

雑

料

数

の

設

は

し

意

た

も

え

建

忠

簡

味

そ

む
す

で

，
家

宮

ま

る

し

の

の

り

あ

い

栄

で

あ

も

な

光

上

も

合

れ

の

地

と

場

し

日

の

こ

の

も

，
主

い

族

か

ら

は

な

家

る

が

れ

で

大

い

な

そ

う

は

て

し

。

そ

い

し

か

す

む

も

る

と

し

で

す

物

信

一

。

の

で

る

，

る

と

あ

り

こ

，

そ

ん

る

の

な

家

な

る

合

つ

せ

あ

も

要

の

家

い

場

ひ

ま

が

じ

必

食

の

れ

け

中

し

特

と

し

，

，

し

の

義

ゆ
而

光

教

。

栄

ー

よ

」

り

む

え

家

し

胸
調

の

べ

、
く

問

つ

と

学

建

．

ご

，

を

と

家

家

こ

の

の

を

仰

つ

こ

ま

ぜ

。
え

う

す

言

よ

で

は

り

の

と

目

な

地

一

準

基

か

基

の

き

の

国

べ

価

王

す

評

の

善

の

神

改

庭

，
を

家

ば

点

の

れ

の

々

け

ど

個

な

に

て

の

は

れ

徴

同

て

断

神

ー

の

い

め

９

ち

て

た

。

ま

だ

の

も

の

殿

織

家

家

１１

た

し

の

す

臆

規

嫁

帥

嫡

碑

粥

物

肋

器

縄

燵

浸

貴

潮
灘
Ｄ
騨
聞
筋
曜

湘
漱
勤
凱
騨
仙
鋸

経

家

し

に

庭

居

て

家

と

の

せ

ん

るて育を族家ざ築を庭家

ましを験経た似にり作族

来

完

て

。

つ

す

や

で

が

の

日

た

き

し

べ

越

す

つ

念

引

課鍵

難
灘

靴
稼
騎

総

誌嚥
欝

難

獣

潔

筋

縄

は

力

ま

ふ

私

に

う

嚇
喧

ち

棚

の

の

の

い

す

家

イ

６５

物

私

自

て

は

。

さ

漂

の

落

本

彼

想

こ

だ

で

な

ウ

ー９

建

と

。
く

ち

た

か

の

世

て

た

が

理

，

た

ら

う

は

一

，

夫

た

若

た

し

温

い

，

つ

つ

れ

，

は

い

か

よ

ち

７４

ば

し

私

ま

と

お

は

あ

ま

そ

き

れ

ら

た

む

た

１８

れ

ラ

む

ら

い

光

に

て

が

詰

家

と

そ

か

じ

望

私

。
作

も

働凝

驚

職
鵡
誘
繰

購

肋
柵
越
勘
鵡
鞭
℃
嘩
釦
趣
航
貧
濾
靭
以
怯
繰

号斬穿輔聖



ヲ

む

ご

，
生

専

ち

多

う

な

と

こ

の

す

の

る

り

先

の

た

り

よ

Ｑ
こ

す

分

で

ど

り

あ

の

育

私

ま

い

ん

た

渡

自

切

の

借

で

ス

保

，
あ

な

せ

見

き

。
大

所

を

師

ン

，
し

，
り

ま

を

引

す

が

近

け

医

ダ

り

か

で

借

り

図

を

で

と

た

助

は

や

あ

し

え

を

な

計

任

ら

こ

ま

の

れ

楽

で

。
う

手

ば

設

責

か

う

，

家

そ

音

チ

す

る

の

れ

の

の

い

従

も

門

。

，

一

ま

す

」

け

ち

分

な

に

と

専

す

り

コ

り

う

家

な

た

自

ね

実

く

は

ま

あ

の

あ

全

門

け

私

に

か

忠

な

に

り

で

ツ

も

を

専

つ

，

き

あ

医

一

で

事

「

む

く

の

の

ば

す

び

匹

社

の

む

せ

。
築

そ

」

す

で

喜

は

の

て

励

ま

人

り

に

わ

す

を

，
事

の

と

な

に

在

し

に

り

を

ら

い

な

図

合

で

庭

し

工

図

こ

き

び

現

と

業

あ

と

も

科

ポ

家

仕

の

気

な

な

に

計

に

も

家

長

築

計

る

大

喜

，
親

る

い

と

歯

ス

門

の

く

に

ぜ

も

と

設

行

て

，
成

建

設

き

る

る

は

，
あ

違

流

い

て

が

「

う

で

れ

な

割

し

光

に

の

て

つ

ち

の

い

応

ら

い

役

か

栄

い

り

に

だ

家

あ

く

く

な

が

い

い

ん

り

て

て

ど

わ

つ

つ

，

終

わ

わ

は

は

変

変

点

に

が

が

い

と

要

階

し

こ

必

段

ら

建

て

向

は

味

地

し

傾

々

を

基

と

る

人

び

の

父

れ

る

喜

国

。
さ

じ

る

王

ん

視

ん

来

の

せ

軽

軽

ら

神

ま

は

を

か

，
し

で

任

と

。

も

敵

会

責

こ

ん

世

つ

違

た

ち

と

対

得

大

の

し

に

な

が

な

と

供

た

典

も

で

す

て

。
う

が

れ

異

築

子

私

聖

に

築

ら

し

す

よ

験

そ

も

建

。

，

。
階

建

た

と

ま

の

経

え

と

の

ん

て

す

段

の

も

母

り

ち

た

と

族

家

せ

つ

で

の

家

が

た

あ

た

つ

た

家

ま

従

け

族

設

ま

に

私

わ

愛

性

漂

な

く

る

を

を

な

る

あ

て

造

が

前

。
多

え

実

家

う

き

，

く

創

い

時

す

は

言

現

は

よ

で

か

に

助

を

と

か

キ

れ

る

う

な

か

と

お

６

ま

と

と

，
と

る

が

る

中

，
気

き

い

・

ら

す

従

う

温

光

に

朝

き

こ

る

は

こ

け

何

く

の

ち

は

と

多

ス

め

認

に

よ

，
の

の

や

で

る

い

の

る

つ

て

て

世

持

に

，
も

工

収

確

れ

た

の

陽

理

ぎ

も

作

て

な

す

見

つ

じ

。
を

言

て

と

イ

に

を

そ

つ

の

太

料

過

と

を

似

要

婚

を

よ

生

す

見

助

つ

こ

・王

中

れ

，
か

も

，
て

中

こ

庭

と

必

結

所

に

が

ま

意

し

あ

る

は

の

そ

し

な

い

て

し

夜

う

家

験

ず

。
場

れ

難

き

な

か

が

わ

士

典

て

究

き

な

い

そ

真

わ

の

経

ま

す

な

ご

困

て

う

し

界

変

計

聖

し

研

で

え

が

，

。
味

栄

の

。
で

全

。
な

え

い

。
限

に

設

は

通

を

も

育

い

の

流

持

主

的

主

考

れ

子

多

ら

，
を

Ｑ
人

し

は

ら

や

が

彼

り

野

ん

個

も

で

え

方

々

。
た

視

せ

も

。
力

加

り

人

す

い

の

ま

で

す

の

し

あ

る

で

で

遠

い

つ

ま

分

増

の

れ

き

ん

永

か

い

き

自

を

族

く

べ

が

。
し

，
で

，
面

家

て

る

ゆ

す

ト

り

が

ば

い

，
し

け

て

で

ス

お

と

ら

し

は

言

つ

し

ら

り

て

こ

な

新

．

標目の涯生え備

む

の

た

す

の

人

私

ふ

で

家

る

材

ば

た

の

さ

わ

建

れ

る

次

能

は

有

に

と

す

え

だ

備

い

は

見

れ

を

そ

び

。

喜

す

に

ま

と

き

こ

て

る

つ

あ

な

で

と

母

．要
，
必

は

が

で

点

え

の

考

つ

携

状

け

め

う

に

形

な

収

ろ

築

の

し

を

な

建

家

を

功

に

。
る

計

成

親

す

す

設

め

母

鞭

撫

詳
編
朧

く

習

住

は

こ

た

を

居

親

る

は

術

に

母

怠

に

技

れ

。
を

前

，
そ

ん

備

の

は

，
せ

準

築

ち

候

ま

は

建

た

気

り

に

，
な

め

　

言

人

楽

す

を

光

こ

う

夢

完

す

ん

見

う

す

は

う

の

図

を

図

と

す

を

は

う

音

で

寂

の

で

よ

た

る

で

ど

度

い

で

に

よ

一

計

示

計

こ

で

族

り

か

い

て

い

を

て

専

こ

服

与

で

と

合

，
家

静

日

点

し

え

て

の

，
程

に

の

識

の

唯

設

啓

設

る

の

家

あ

な

て

持

な

絡

し

，
な

，
を

が

全

し

本

う

ら

の

で

超

建

も

か

る

て

も

見

行

つ

の

な

の

え

る

も

が

し

が

ら

連

決

そ

別

え

激

と

脚
折

果

歩

気

な

と

解

こ

特

与

刺

ご

ざ
挫

結

進

勇

ば

主

を

ら

、る

を

に

る

ば

。
て

に

れ

る

題

か

か

事

霊

せ

し

す

し

と

け

あ

問

る

か

食

と

さ

ば

ま

と

こ

な

で

，
い

の

に

神

揮

し

り

き

く

し

士

し

て

手

ち

精

発

て

あ

と

い

協

計

正

つ

，
た

と

に

似

も

，
て

妥

設

を

作

な

供

体

限

に

で

が

け

は

，
敗

を

う

子

肉

大

の

し

す

続

に

が

失

族

よ

。
り

最

る

返

で

，
き

ん

は

家

う

す

ま

を

て

り

い

く

と

せ

て

の

思

で

つ

力

建

繰

多

し

，
ま

し

夢

と

の

，
能

を

の

が

楽

て

れ

究

の

い

る

と

た

家

柄

と

は

し

し

研

分

な

き

こ

つ

，
事

こ

き

敗

も

を

自

わ

で

の

わ

は

な

い

と

失

か

図

。
合

で

上

賜

。

の

凡

な

る

。
る

計

す

に

ん

以

ら

す

る

平

え

え

す

あ

設

で

割

喜

る

か

で

て

た

見

思

で

が

，
の

が

も

せ

神

の

育

ま

か

と

の

と

り

く

家

で

着

，
る

，
な

る

る

こ

取

い

門

と

を

え

き

号鱗穿踊聖



・襲

、

如

』

、

動

。
い

き

年

ル

じ

活

す

幼

て

や

ア

感

査

ま

，
べ

典

ツ

と

調

い

は

調

事

｝

だ

に

て

の

を

科

モ

家

特

つ

な

え

百

，
の

は

立

き

答

Ｑ
前

び

代

役

好

に

ん

名

学

時

分

が

緒

せ

の

に

学

随

の

一

ま

星

真

大

が

ぶ

，
れ

惑

は

。
練

学

に

し

全

家

す

訓

を

問

も

の

が

で

の

と

質

か

宙

我

史

き

こ

す

る

宇

，

歴

と

い

出

あ

や

き

と

の

し

ち

が

さ

と

学

そ

新

持

因

深

る

文

。
が

の

原

の

べ

は

た

ち

ら

少

洋

調

味

し

た

彼

多

西

を

趣

で

供

ら

に

大

涯

の

き

子

か

と

，
生

水

で

気

授

ら

貯

日

元

に

知

の

い

て

坊

を

身

な

つ

ん

ス

自

の

よ

赤

レ

ち

う

に

ト

た

よ

と

り

ス

私

い

こ

祈

は

，
救

む

ば

私

く

。
読

し

，

な

す

を

ば

ら

で

ま

説

し

な

け

れ

小

，
る

だ

く

編

し

め

む

る

て

短

も

読

う

で

て

学

う

む

私

好

の

き

こ

で

の

す

趣

の

が

私

と

た

鑑

ト

ま

す

は

り

ば

も

に

主

祈

伸

典

か

。
と

を

聖

そ

す

仰

能

く

ろ

ま

信

才

な

お

り

，

。
で

を

な

く

た

け

え

く

な

し

だ

備

な

で

ま

書

な

も

け

れ

科

的

値

だ

ら

教

霊

価

家

え

て

，
の

の

教

し

も

何

び

に

そ

　

糧

に

す

る

的

し

し

い

食

め

ま

す

体

定

と

て

し
す
多
も
％
脇

数

膣

翻
鋤

騰

黙
羅

講
鞭

，

読

て

馬

な

ん

に

神

期

・

美

か

フ
し

。
も

節

の

熟

げ

引

で

運

し

的

精

定

ーら

の

な

ま

で

私

的

り

こ

，
常

あ

こ

は

日

が

，

の

は

蓄

が

る

者

含

す

い

作

は

で

て

。
く

の

く

生目

で

一

ん

的

運

質

を

物

。
康

違

習

よ

節

健

に

学

し

１７

く

る

典

で

ー

強

い

聖

の

ｄ

に

て

て

る

す

し

や

．
を

・

習

つ

ど

よ

ぬ

す

最

－ｏ

の

が

挙

よ

け

も

帯

期

，
と

ず

灘霧

繰
難

灘
　欝
灘

池

も

つ

乳

ず

る

私

と

す

学

知

例

す

は

る

緒

紛

に

い

と

う

に

技

必

た

め

８８

の

こ

児

な

は

つ
‘詰

第

つ

る

育

う

の

怠

な

約

と

け

，
よ

す

を

刻

聖

ひ

つ

飾

の

指

得

深

と

が

に

装

こ

目

習

り

義

家

身

内

て

を

の

な

教

る

を

室

し

上

術

か

。
あ

術

，
と

向

技

，
う

序

技

計

親

の

な

は

よ

秩

の

。

家

母

力

う

に

し

，
事

す

や

。
能

よ

め

で

は

家

で

事

う

，
の

た

る

で

，
の

家

よ

け

こ

る

れ

図

て

る

り

し

続

に

す

さ

計

し

す

限

で

を

前

を

く

設

そ

束

な

明

力

婚

営

な

の

。
約

能

賢

努

結

経

儀

居

す

を

可

が

る

。
庭

余

宮

ま

家

・，
と

け

す

家

を

の

い

る

は

こ

つ

で

い

強

主

て

あ

人

る

に

と

よ

勉

る

つ
序

う

す

身

こ

が

の

あ

な

秩

思

熟

を

な

性

み

に

と

が

と

習

術

要

女

込

章

鍵

と

家のび学

主

れ

る

よ

け

学

殿

補

。
こ

す

の

な

は

神

を

ん

。
を

泉

え

え

，
水

せ

た

り

む

与

備

食

に

ま

し

作

飲

く

の

断

池

え

ま

気

が

な

ち

や

水

言

れ

囲

族

み

た

り

貯

は

ら

雰

家

し

私

祈

の

と

め

の

は

惜

。

，
そ

分

戒

こ

在

て

す

り

で

十

に

。
存

ち

ま

あ

法

は

う

す

の

満

い

で

方

で

よ

で

ち

ち

ま

き

た

潔惣繋鼎誹認

灘
織
総
朧
醗藻
懸
欝
鋤繋

辮
藁

蝋
丸
唖
購
盤

辮
徹
咄
量

雄
轡
欝

鷲

凝
渥
糀
匪

し
蕨
明
妨
醗
繊
伽
勧
肱
撚
謙
髄
読
牒
丸
貯
凧
驚
献
綻
Ａ樋

助
猷

か

び

涯

私

も

，
信

，
な

た

り

，
持

は

で

る

ん

も

発

ま

す

，
な

て

し

学

生

が

な

ば

と

入

し

私

た

り

を

私

き

あ

せ

と

開

恵

ま

縫

護

し

は

は

の

う

れ

び

参

給

い

わ

味

好

で

ま

こ

も

に

け

裁

看

に む

働

交

興

が

術

れ

る

味

特

受

，

，
目

す

，
と

に

と

技

し

け

趣

は

を

芸

物

は

で

り

人

物

こ

の

も

つ

の

性

恵

園

い

私

の

た

で

い

つ

上

か

に

く

女

恩

，
買

を

る

つ

況

し

持

業

る

身

多

つ

の

学

，
の

あ

行

状

新

せ

職

あ

を

け

持

そ

数

ツ

す

が

へ

な

，

併

も

も

術

だ

を
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しょうか。そうとは思 えません。彼女の証は困難 な暗黒

の時にあっても輝 く光のように家族を照 らすのです)

「彼女は口を開いて知恵を語る，その舌 にはいつ くし
おしえ

みの教がある。」(26節 。女性 はこの資質を身 につけるよ

う十分考 えるべ きでしょう)

理想を追及する姿勢

家 にも様々あ ります。単 に雨露 をしのぐだけの家 もあ

れば，愛 といたわ りとをもって作 られた家 もあります。

そんな家は雨露 をしのぐだけではな く，そこに住む人の

生活 も豊かにして くれます。 このふたつの異なった家は，

ただ慢然 と母親 の役割 をこなすことと，理想を求 めてそ

の業に取 り組む ことの違いを象徴 しているかのようです。

地上における主の創造物を見 るにつけ，私には主が，手

間を惜 しんだ り経済性 を優先 させたりするお方とは思 え

ません。夕焼け，星の きらめ く夜ヲ松 の木，そして桃の

花 も，神が栄光 をごく細部 にわたってまで創造され るお

方であると思い起 こさせて くれ ます。神の家は栄光に満

ち，考 え得る限りの理想的な ものであるべきです。

主は，ご自身の教えに従えばさらに豊かな生活を送れ

ると約束されました。 また何事 につけ，2マ イル行 くこ

とが喜び と豊かな恵みをもたらす と教えられました。 も

し私たちが母親 として最小限のことしかしないなら，い

らい らしたり，惨めに感じたりすることが多 くあるで し

ょう。 より多 くの仕事 をし，母親 としての仕事 を創造的

なレベルまで引 き上げようとするなら，必ず喜びを味わ

うことができます。

おむつの交換 という多少気 の重い仕事を例に取 りまし

ょう。 この仕事を必要悪 ととらえて，来る日も来る日も

繰 り返 さなければな らないことに不満を持つこともでき

ます。しか し，大事な子供 の養育の一部 と考えれば，必

要に応じて速やかにおむつを替 えて子供が気持ち良 く清

潔でい られるように気 を配ることがで きるで しょうし，

汚れたおむつもすぐに始末するで しょう。(置 いておけ

ば価値が上がるというものではないのですか ら)子供 と

ふた りきりの時を，特別に愛情を注 ぎ世話 をする機会に

もで きるでしょう。 このように考 えれば，ある程度の満

足感は得 られるものです。いずれしなければならない仕

事です。 これは選びの問題です。私たちの望むのは単な

る雨露 をしのぐだけの家で しょうか。 それ とも，それ以

上の家でしょうか。

福音 に生 きるうえでの理想 を追及する姿勢が，私たち

の小 さな基地 をこの世 の家庭か ら際立たせて くれ るはず

です。そのためにも私たちはさらに努力 し，主 と一致し

て主の設計図(聖 典)に 精通 し，子供 をよ く教え， より栄

養豊かなおいしい食事を作 り，ホームメーキングの技術

を伸 ばして才能 をはぐくまなければなりません。 しばし

ば引き合いに出され，中傷 の的 となる 「スーパー ・モル

モンマザー」であって，何が悪いのでしょう。だれでも

そうなれるのですか ら。それは私たちが皆同じでなけれ
一ばならない という意昧ではありません

。あるスーパーマ

ザーは子供たちに歌を，別なスーパーマザーは算数を教

えるかもしれ ません。スキーを教えるスーパーマザーも

いるかもしれません。何を， どのように教 えるかは問題

ではあ りません。大切 なのはその姿勢です。私たちが絶

えず この世 の もの以上であろうとする とき，私たちは

「最 もす ぐれた道」(1コ リン ト12：31)に 従 っているこ

とになるのです。

理想を求 めれば様々な点で報いがあります。与 えられ

た仕事を愛することにより，それを通 して成長 します。

そして家族 も高められ，天か ら私たちの働 きに対 して承

認 を得 られます。何にもまして幸福 と愛 と神の栄光が家

にあふれ，真に秩序の家，信仰の家，祈 りの家，断食の

家，学問の家，そして栄光の家 となるのです。

ユー モアの セン ス

理想的であることは，必ずしもしかつめらしい顔 をし

たり，常に額 に汗 したりすることではありません。家庭
まゆ ね

生活 はいつも眉根 にしわを寄せて過 ごさなければな らな

い固苦 しい場所ではありません。ユーモアのセンスは理
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霊的な活力の

再生
末 日聖徒の女1生として

霊的な蓄えを

ネ甫っていく1こ1ま

シャー リー ン ・ミー ク ・サ ンダー ス

ユ孝撰1濃照 凝 詣 播 愛鎮茎
して い るように感 じる と，友人 に話 した こ とが あ ります。

「多 分
， 問題 は私 にあ るので し ょうね」 と彼 女 は言 った

ので すが， そ う言 った とた ん， そ の言葉 に心 が動 き まし

た。

ピーター ソ ン姉 妹 は， 自分 の生活 で改善 で きる点 は何

だ ろ うか と考 えるにつ れ， マ リオ ン ・G・ ロム ニー副 管

長 の言葉 を思 い出 し ました。 ロムニ ー長老 は， も し両親

がモ ルモ ン経 を定 期 的に祈 りをもって読 む ようにす るな

らば， いが み合 うよ うな こ とは家庭 か らまった くな くな

るだ ろう と言 った のです。(「聖 徒 の道 」1980年9月 号 ，

p。102参 照)家 族 で は聖典 を読 ん で い ま したが， ピー タ

ー ソ ン姉 妹 は個人 の勉 強 を怠 って い ました。 「その とき，

変 わ ろ うと決 心 した ので す」 と， 姉妹 は言 い ます。 「そ

れ か らは，1週 間 もしな い うち に子供 た ちの仲 が 良 くな

ってい きま した。 どうしてだ とお思 いです か。私 は穏 や
さと

かな態度で，子供たちを上手 に諭せ るようになったよう

に思 うのです。」

ピーター ソン姉妹 と同様，世界中の末 日聖徒の女性 た

ちが，自分の霊的な力が強いときは穏やかに生活できる

と言 ってい ます。で は， ほか にす る ことが た くさん あっ

て忙 しい ときに， どうしな ら霊 的 な蓄 えを増 してい くこ

とがで きるので し ょうか。・

霊の成長 を優先 させ る

「何 に して も
， 『時間 が見 つか る』 なんて い うこ とはな

い のが わか りました」 と語 るの は， コロラ ド州 ラブラ ン

ドの ジ ャネ ッ ト ・E・ バ ック姉妹 で す。「時 間 は作 る も

ので す。霊性 を は ぐ くむ こ とに関 して は，特 にそ うだ と

思 い ます。私 たち は，霊 的 な飢 えの苦 しさ とは一体 どう

い うもの なのか知 らず にいる こ とが よ くあ ります。 それ
れんびん

を，失意や憂 うつ，怒 りや恨み，寂 しさ，自己憐欄など

の気持ち と勘違い してしまっているのです。 この ような

気持 ちはどれ も，霊的な飢 えの兆候 ではないで しょう

か。」

メリーランド州 コルズヴィルのカレン ・フリーマン姉

妹 も同様の考 えを述べています。「私 の場合，霊の成長

のために時間を見つけることは，ほかのことのために時

間を取 るのと同 じように考 えています。つまり庭の草取

りや電話をかけるといったことと同様 に， リス トに組 み
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入れればいいのです。」

生活 をもっとシンプルに，望みをもっ と現実的な もの

にしなければな らない， と考 える女性が大勢い ます。
「陸上で長距離を走 っていた とき

，完走するには，歩幅

をゆっ くり，大 きくして，歩数 を少な くするのが大事だ

とわかったんです」 と語るのは，カリフォルニア州サ ン

チーの トー二 ・トーマス姉妹です。「私 はこの原則 を生

活に取 り入れて，何にで も手 を出す代わ りに，すること

の質を高めるようにしました。以前に比べると聖典の読

む量は少な くな りましたが，読んだ聖句 に関 して もっと

深 く考えるようになりました。子供たちにも，学校の課

外活動があまりで きな くても，その時間に集中し，上達

するようにと教えています。 また， この世的な望みを抱

くにしても，霊的な必要を押 さえつけて しまわないよう

に気をつけています。」

自分のための時問 を持つ

ユタ州 ローガンのルイーズ ・ブラウン姉妹 はこう言っ

ています。「子供たちの習い事への送 り迎 えや食事 の仕

度，各種の集会 といった家族 のための仕事，あるいは自

分の仕事 をこなせるような予定を立てることについては

心配 していません。むしろ問題は，私たちが活動などか

ら中座するときに 『約束があるから』 と言って しまいが

ちなことです。むしろ， 『これは自分のために取 ってお

いた時間だか ら』と言 うべきなのです。，霊的な活力 は，

使 うだけでは弱 まる一方です。ひとりになって，霊的な

面の英気 を養 うのは私たちにとって大切で，むしろ必要

なことだ と考えるべきです。」

アリゾナ州ギルバー トのマ リリー ・P・ガラカー姉妹

は， 自分 のことも優先丈べきことのひとつ と考えられる

ようにチ毎日，予定表に自分のための時間を書 き入れて

います。モンタナ州 ミズーラのアネッ ト・S・ヒル姉妹

は，たとえ何かの仕事が後回 しになった り，中断するこ

とになったとして も，週 に1回 まとめて3時 間 を作 り出

す という方法 を取っています。そしてこの方法が自分に

は合 うと言っています。彼女は毎 日聖典 を読む一方で，

その時間に美術館へ行った り，読書や散歩をした り，仮

眠 を取 ったり，あるいは手芸や友達 とのお しゃべ りを楽

しんだ り，家族の歴史 をまとめた り， ピアノの練習をし

た りしています。

源 に心を向ける

「霊性の再生の絶好 の場は，その源 にあ り，そこへ行
かぎ

くための鍵 となるのは祈 りなのです。」 と語 るのは，カ

ナダのオンタリオ州ロンドンのジャネッ ト・ラマーズ姉

妹です。「お祈 りは，真心 さえあれば，『どこで も，いつ

で も』用いることのできる便利 な手段です。」

ユ タ州サ ンディーのジェニファー ・サ ン ト姉妹 は，

「きょうは忍耐，あすは肉体的な力，あさっては平安な

心 というふ うに，私たちにどんな助 けが必要か，天父は

よくご存 じです。 これはすばらしいことだと思いません

か」 と言います。サ ント姉妹 は，子育てに必要な導きを

受けるために，毎朝毎晩祈 らなければならない ことを知

りました。彼女は，す ぐその場で天父か ら答 えをいただ

きたい ときは，子供たちにも，おとなしくして祈 りに加

わってもらうそ うです。

1日 中，心 に祈 りの気持ちを抱いていることも大切で

す。カ リフォルニア州ダンビルのキャロル ・タ トル姉妹

は，以前の ことを思い出してこう語 ります。「私 は四六

時中，家族の必要 を満たすために忙 しく働 き，天父に近

づ くための時間が どんどん少なくなってい くことに，気

落ちしていました。 しかし，天父は，私が毎 日分刻みで

働いていることをきっとご存じで， 日常の生活を通 じて，

教 えを与えてお られるのだと思 うようにな りました。救

い主は，ペテロには船の上で，ふた りの弟子にはエマオ

に行 く道の途中でお教えにな りました。同じことを，私

になさらないで しょうか。私は洗濯物をたたむときや，

ニンジンの皮をむ くとき，また車 を運転 している ときに，

天父に語 りかけることができました。泣 く子をあや して

いるときや，痛いところをなでてやっているときに，天

父の助けをいただきました。」

み言葉を味わう

カ リフォルニア州エルクグローブ在住の，エバ ・ロー

レン ト姉妹 は，ひ とりで6人 の子供 を育てています。彼

女 は次の ように言っています。「優先すべ きことがた く

さんあって，頭が混乱 した とき，天父に助 けを求めまし

た。実際の手助 けがほしかったのです。 あと2本 の手 と，

丈夫な背中 と，考 える頭 と。天父が私に送って くださっ

たメッセージは，モルモン経を毎日読みなさい，で した。

この本が私の眼前 に表わして くれたものは実にすばらし
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霊的に成長するための時間を作ることは，どんなに大変

でも努力するだけの価値があると，末日聖徒の女性たち

は皆口をそろえて言います・ある姉妹はこう雷っていま

す。「イエス ・キリストの教えに結びついた行ないのた

めに特別な時間を取ることで，毎日のちょっとした問題

や，ときどき直面するむずか しい問題を，乗り切る力が

わいてくるのです。』

いと，今 も思います。」

聖典 の勉強 を続けていれば，物の見方が変わるばか り

か，問題への対処の仕方 も変わってきます。ジ ョージァ

州カントンのスーザン ・ワイマン姉妹 は，いつにも増 し

て疲れた1日 の終わ りに，バランスを取 りながら赤ちゃ

んを小わ きに抱 え，腕 白な3歳 の子の機嫌を取 りなが ら，

さらには，夕食の支度 をしていました。 このようなてん

て こ舞いの最中に，3歳 の子がカウンターにある卵の入

ったケースを引っ張って落 としてしまい，磨いたばか り

の床全体 に卵が割れて飛び散 りました。 ワイマン姉妹は，

いつ もの自分なら怒ったはずなのに，その ときは息子の

びっくりした様子 とず まなそうな表情が 目に入った と言

います。わざとしたのではないとわかると，彼女 は取 り

乱 さずに後片づ けをし，不器用な手つ きで手伝おうとす

る子供にもやさしく接す ることができました。

「そうできたとき， どうしてそんな忍耐がで きたのか

しらと考 えました。朝起 きて，聖典 を勉強 したか らだ と，

みたまは教 えて くれました」 と，ワイマン姉妹は言って

います。

それにして も，多忙 な女性たちは，どのようにして勉

強 しているので しょうか。オレゴン州 コーバ リスのロ リ

ー ・R・ギ ッブス姉妹 は，毎 日聖典 を読 むのを目標 にし

ています。1章 かそれ以上読める日もあれば，1節 か2

節 しか読めない日もあ ります。しか し，読み続 けること

で霊性や知識欲が増 しました。また，その望みが強 くな

ったおかげで，福音 を勉強する時問を 「見つけられる」

ようになったとも言っています。

毎 日，数分問で も読む とい う人たちがい ます。「24時

間の中から睡眠時問を10分 や15分 削ったか らといって，

健康に大 した影響 はない と思います。それを勉強に充て

れば，霊の健康に随分 と違いが出て くると思いますよ。」

こう語 るのは，ユタ州 ソル トレークシティーのリサ ・ニ

ューマン姉妹です。「その時間のおか げで，はつ らつ と

して忍耐強い妻や母親でいられるのです。」

主の器になる

ワシ ン トン州 タ コマ のジ ェネバ ・ス ミス姉 妹 は， この

ように話 して い ます。「自分 の生 活 を振 り返 ってみ る と，

霊 的 な経験 とい うもの は，計 画 して得 られ るものでな い

ことがわ か ります。 家や教会 ，地域社 会 で働 いて い る と

きに，不 意 に経験 す る もの なん です。」 ス ミス姉 妹 は，

がん

癌に冒された姉妹の家庭訪問教師に召された とき，6週

間にわたって1日 お きに病院へ見舞い，彼女に付 き添い

ました。「それ まで，その姉妹のことはよくわかってい

るし，愛 していると思っていました。しかし，自分 は本

当の彼女のことをわか りかけているだけなのだ と，それ

からしばらくして気づ きました。足 をもんだ り，「髪をと

かしたり，痛む体 をお風呂に入れてあげたりしているう

ちに，その姉妹を本当に愛するようになりました。自分
ささ

を捧げるとき，杯があふれ るのですね。」

カナダのノバスコーシア州ダー トマスのジャネ ット・

マクレナン姉妹 も同様の考えを述べてい ます。「隣人や

ワー ド部の姉妹のために時問を取って，悩みや問題に耳

を傾 けていると，さらに 『主が見 られるように見る』 こ

とができ，キ リス トのような愛が心に満たされるのを感

じます。私にとっては，それ は最 もすばらしい霊的な蓄

えとなっています。」

教会の召しを生かす

「私にとって，霊性の鍵 を握 っているのは家庭訪問で

す」 と，アラスカ州アンカレッジのデビー ・オズボーン

姉妹 は言います。「家庭訪問はほかの人の福利 を考えて

霊的に敏感になれる機会です。 しかしそれは，まず自分

が成長 しなければで きません。私 は毎月の家庭訪問メッ

セージを伝 えるときも，一人一人 に同 じレッスンはしな

いようにしています。そのためには，その人 に本当に必

要なものが何かわかるように，1カ 月の間，毎日，その

人のことについて考 えることが必要 なのです。」

教会の召しを果たすうえで主に頼 ることを学ぶ と，み

たまが豊かにもたらされ ます。ユタ州アメリカンフォー

クで初等協会会長 をしている，レーチェル ・マー ドック

姉妹 は，初等協会で何 らかの責任にだれかを推薦しなけ

ればならない とき，単純に，別の組織 の召 しを最近解任

になった人や，ワー ド部に転入 してきた人の名前を提出

す ることが よくあったそうです。 しかし現在 は，召 しの
一つ一つについて

，祈っています。「結果が変わったか

どうかまではわか りません。 しか し， 自分の選択が天父

に受 け入れ られたという確認 を，みたまか ら受 ける機会

になっています。」

カ リフォルニア州チノのジ ョー ン ・W・ カ ッツ姉妹

は， こう言っています。「初等協会で働いてい るおかげ

で，霊的な力 をいただいています。子供 たちに福音を教
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「何週間か前 にどっと疲れが出たとき，私は友達に電話

を して，遊びに行ってもいいか尋ねました。3時 間以上

も，一緒に話 した り，笑ったり，泣いた りしました。霊

的に随分励まされました。』

えたいという気持ちが心の底か らわいてきたのです。日

曜の夜 に翌週のレッスンを読み始めて，家庭 の夕べで，

家族 を相手にレッスンの練習をすることもあります。福

音の単純な真理 を神様の子供たちに教えるにつれ，私の

証 は強まりました。」

とした問題や， ときどき直面するむずかしい問題 を，乗

り切 る力がわいて くるのです。 いつも主に心 を向けてい

ると，自分の信仰が強められ，問題に取 り組むのが少し

楽にな ります。」□

心と体に運動を 協 力
「成長するにつれ，体 と霊 には強いつなが りがあるこ

とに気がつきました。体の調子が悪い と，霊が肉体 を支

配するのは， とて もむずかしくな ります」 と語るのは，

アリゾナ州ギルバー トのメアリー ・エレン ・フレーク姉

妹です。

ユタ州ニブ リーのケイ ・サルブソン姉妹は，頻繁に襲

って くるス トレス性の頭痛の治療 として，医師から運動

を勧められた とき，最少の時間 と費用で運動する方法を，

思いつきませんでした。駄 目で もともとの気持ちで，古

い トレーニング用の固定 自転車を買い，子供たちがテレ

ビを見ている間にペダルをこぎました。す ると効果が現

われたのです。今，サルブソン姉妹 は運動のために早足

の散歩 をしています。「周 りに目を向 けると，季節の変

化の不思議 さに感動 します。 また，神が創造された美 し

い自然に囲まれていると，心がへ りくだ ります。そのせ

いで，様々なことを大きな視野で見ることができるよう

な気が します。減量のために歩いていると言 う人たちも

いて，それはそれで立派なことですが，私は，問題や失

望を克服するためにも歩いているのです。」

日々の霊的な行 ないに目を向ける

「日々の行ないを吟味すればす るほど，日常生活で経

験することに対して，霊の目や耳を集中させな くてはな

らないことが，さらにわかるようにな ります。霊的な力

は， どんな環境にあって も養 うことができるのです」 と，

イギリスのサザ ンプ トンに住むマ リオン ・アレン姉妹 は

言います。

霊的に成長するための時間を作 ることは， どんなに大

変でも努力するだけの価値があると，末 日聖徒の女性 た

ちは皆口をそろえて言います。オレゴン州スプリングフ

ィール ドのバーバラ ・ス トックウェル姉妹 は次のように

言っセいます。「イエス ・キリス トの教 えに結びついた

行ないのために特別な時間を取 ることで，毎 日のち ょっ

霊的に成長 しようと努力している女性 には，ほかの人，

特に家族の協力が必要です。「家庭 における女性 の役割

について，考 えを改めなくてはな らない家族が，案外多

いのではないでしょうか」 と，オ レゴン州グレシャムの

ジェニーン ・ハンセン姉妹は問いか けます。「みんなで

家事 を手伝 って くれたら，皿洗い以外のことをする時間

が持 てるでしょうね。」

伴侶 と共に，霊性 をは ぐくむための時間を持つの も効

果的です。ソル トレークシティーのシェリリー ・キルタ

ー姉妹 と夫のカール ・キルター兄弟は，毎晩一緒 に散歩

しながら，考 えたこと，感 じていることを語 り合い ます。

時間を取って，聖典や 「基督イエス」のような本を読ん

でいる夫婦 もいます。

女性は，成長で きるよう，互いに助 け合 うこともでき

ます。コネチカット州チェシャーのメラニー ・ウェブス

ター姉妹 は4人 の友人 と一緒 にモルモン経 を勉強 してい

ます。毎週7章 ずつ読み，水曜 日に集まって話 し合 うの

です。

ラスベガス ・モーニングサ ンワー ド部の姉妹たちは，

交代でベビーシッターを引 き受 け，順番 に外出日を作っ

ています。「ほかの姉妹の気力充電に一役買っていると

思 うと，それだけで，霊的な充実感が得 られた りします

よ」 と，ワー ド部 のタ ミー ・L・ ブラッドリー姉妹は言

います。

「ほかの姉妹たちと楽 しく過 ごす時間が もっ と必要だ

と思います」 と語 るのは，ジョージア州ア トランタのル

ース ・ロバーツ姉妹です。「何週間か前に どっ と疲れが

出たとき，私は友達に電話をして，遊びに行って もいい

か尋ねました。3時 間以上 も，一緒に話 したり，笑った

り，泣いたりしました。霊的に随分励 まされました。ほ

かの姉妹 たち と話 してみると，『こんな問題 を持 って，

こんなふ うに考えているのは，自分だけじゃないんだ』

と感 じるものです。」□
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末 日聖徒 イエス ・キリス ト教会の扶

助協会 は，1842年3月17日 ， イ リノイ

州ノーヴーで組織 され ました。 その日，

20人 の姉妹 たちが予言者ジョセフ ・ス

ミスと共に集会 を開 きました。 ジョセ

フ ・ス ミスはその後間 もな くこの組織

を 「世 のあらゆる悪 よ り切 り離 された

選 り抜 きの徳高き神聖な協会」 と呼ん

でいます。(「ノーヴー女性扶助協会議

事録」1842年3月30日)

それか ら数カ月の間，姉妹たちはし

ばしば集い，困っている人々を探 し出

して，衣食住の世話 をしました。当時

扶助協会で副会長 をしていたエ リザベ

ス ・、ア ン ・ホイ ッ トニー姉妹 は，「信

仰 に基づいた働 きをなす」姉妹たちを

称賛 しています。(「ノーヴー女性扶助

協会 議事 録」1842年5月26日)ま た，

会計の責任 をしていたエル ビラ ・A・

ホームズ姉妹 は，後 に年間の献金報告

の際 に， このよ うに述 べて います。

「た くさんの良い行 ないが なされ
，多

くの人 の心 が喜 び に満 た され た。」

(「ノーヴー女性扶助協会議事録」1843

年6月16日)

姉妹 たちは霊的 にも互 いに高め合 い

ました。エ リザベス ・アン ・ホイ ット
ゆ

二一姉妹は， このように述べてい ます。

「共に集 ま り
，神の王国に関する事柄

について語 り合 い，互いを慰め，高 め

合 うとい う特権 にあずかれることを心

か らうれ し く思い ました。」(「ノー ヴ

ー女性扶助協会議事録」1843年7月15

日)

ノーヴーの姉妹たちの意欲 をかき立

てていたのはどのような原則 だったの

で しょうか。

家庭訪問メッセージ

扶助協会の設立
中央扶助協会会長会

ILLUSTRATEDBYROBERTT，BARRETT

永遠に変わらぬ原則

今月私 たちは，扶助協会設 立150周

年 を共 に祝い ます。扶助協会のモ ッ ト

ーは 「愛はいつまで も絶えることがな

い」であ り， これ は私たちの 目的 とす

るところでもあ ります。初期の扶助協

会の姉妹 たちは，「口を開いて知恵 を
おしえ

語 る，その舌にはいつ くしみの教があ

る」(箴 言31：26)と 言 わ れ た 「賢 い

妻」のような行 ないをしようとしてい

ました。

今 日の姉妹たちもその精神を受け継

ぎ， この永遠に変わ らぬ原則をみずか

ら模範 として示そうとしてい ます。ス

ペ ンサー ・W・ キンボール大管長 は，
ただ

「教会の女性 たちが義 しいけ じめのあ

る生活 を」送る とき， 自分たちが従 う

永遠 の原則へ善良な人々を導けるであ

ろう， と述べています。(『義なる女性

の役割』「聖徒の道」1980年3月 号，

pp.140-143参 照)

チ ェコスロバ キアのブルノで1982年

にバ プテスマを受 けたオルガ ・コバ ロ

バ姉妹 も， そのような姉妹のひ とりで

した。オルガはモルモ ン経 を紹介され
あ

たとき，「人類が現世 に在 るのは幸福

を得 ん ためで ある」(II二 一 フ ァイ

2：25)と い う聖句が 目に留 ま りまし
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た。そ して，生 きるための倫理的 また

道徳的な意義 を再発見するために， 自

国の人々 にはそのメッセージが必要だ
きようべん

と感 じま した。彼女が教 鞭 を とって

いた大学の指導主事 に， 自分が宗教 に

関心 を抱いてい ることを明 らか にす る

ことはで きませんでしたが，自分 のク

ラスやサマーキャンプで，感謝や責任，

喜びといった人生哲学を教えました。

そのようにして，彼女は自国の人々 に

知恵ある言葉 を語 り，励 ましを与 えた

のです。(「BYUト ゥデー」1991年3

月，pp.30-34参 照)

知恵，親切，慈善奉仕の原則を，家

族や地域社会の人 々と分かち合 うには

どうしたらよいで しょうか。

扶助協会の使命を続けて実践する

ノーヴーの扶助協会 の姉妹 たちが示

した模範に従い，現代 の扶助協会 の姉

妹 たち も永遠に変わ らぬ原則 を実行に

移 しています。知恵，親切，慈善奉仕

はまず家庭 の中か ら始 まり，地域社会

にまで広が ります。私 たちには多 くの

才能が与 えられており，様々 な分野で

働 くことができます。

世界中の扶助協会の姉妹たちは， こ

れか らも困っている人々 を探 し続 ける

ことでしょう。私 たちは隣人 の物心両

面 にかかわる必要を満 たさな くてはな

りません。毎週行 なわれ るレッスンや

そこで耳にす る音楽 を通 して，互 いに

高 め合 い，言葉や親切 な行ないによっ

て証を伝え，共に奉仕 しましょう。

扶助協会150年 祭 を迎えるに当た り，

互いに励 まし合い，知恵ある言葉 を語

り，ほかの人 を助 けるために働 くこと

がで きるようにお祈 りいた します。□
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